
浜松下内 ゆか りの地へ 「直虎巡り」に新商品

舟
運
活
用
し
ツ
ア
ー

地元観光協と旅行会社タッグ
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浜
松
市
を
舞
台
に
し
た
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ

「お
ん
な
城
主
　
直
虎
」
ゆ
か
り
の
史
跡
巡
り
と

浜
名
湖
の
舟
運
を
組
み
合
わ
せ
た
初
の
観
光
ツ
ア

‐
が
‐７
、

‐８
の
両
日
、
行
わ
れ
た
。
東
京
か
ら
訪

れ
た
観
光
客
１７
人
が
同
市
西
区
舘
山
寺
町
か
ら
遊

覧
船
に
乗
り
、
浜
名
湖
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

主
天
公
の
井
伊
直
虎
が
生
き
抜
い
た
戦
国
時
代
に

思
い
を
は
せ
た
。
　

（浜
松
総
局

・
金
野
真
仁
）

ら
、
来
年
１
月
に
大
河
ド

ラ
マ
館
が
開
設
さ
れ
る
同

市
北
区
細
江
町
に
向
か

っ

た
。
バ
ス
で
同
区
引
佐
町

の
井
伊
谷
地
区
も
訪
れ
、

井
伊
家
菩
提

（ぼ
だ
い
）

寺
の
龍
淳
寺
や
一基
塵
警
座

（
い
わ
く
ら
）
遺
跡
な
ど

を
見
学
し
た
。

一
行
は
２
日
目
も
井
伊

谷
地
区
を
観
光
し
た
は

舟
運
事
業
を

手
掛
け

る

浜
名
湖
か
ん
ざ
ん
じ

温
泉
観
光
協
会

の
提
案

を
受
け
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム

（東
一δ

が
企
画
し

た
。初

日
は
舘
山
寺
町
の
浮

見
堂
か
ら
船
で
出
発
し
、

井
伊
家
の
ラ
イ
バ
ル
だ

っ

た
大
沢
家
の
堀
江
城
跡
な

ど
を
湖
上
か
ら
眺
め
な
が

か
、
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証

を
行
う
静
岡
大
の
小
和
田

哲
署
象

易

詮

載

国
３

の
講
演
も
聴
講
し
、
井
伊

家
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん

だ
。同

社
に
よ
る
と
、
大
河

ド
ラ
マ
関
連
の
観
光
ツ
ア

ー
の
企
画
は
こ
れ
か
ら
増

え
る
と
み
ら
れ
る
。
今
回

の
ツ
ア
ー
に
同
行
し
た
同

観
光
協
会
の
斉
藤
隆
夫
さ

ん
は

「歴
史
に
触
れ
な
が

ら
、
船
で
曇
名
湖
を
穂
味

で
き
る
の
が
強
み
。
周
辺

地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
た

い
」
と
話
し
た
。

丼
塁
夕
ゆ
か
り
の
史
跡

へ
船
で
出
発
す
る
観

光
客
１
１７
日
　
浜
松
市
西
区
舘
山
寺
阿

満喫宿泊プラン販売 すデキス平、復継
=

遠鉄はバスで周遊

浜
松
市
ゆ
か
り
の
女
性

戦
国
武
将

「井
伊
直
虎
」

を
主
天
公
に
し
た
２
０
１

７
年
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映

に
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ク
ラ

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
浜

松

（同
市
中
区
）
は
今
月

か
ら
、

「直
虎
満
喫
宿
泊

プ
ラ
ン
」
の
販
売
を
開
始

し
た
。

対
象
は
１７
年
１
月
１５
日

か
ら
１８
年
１
月
１３
日
ま
で

の
宿
泊
者
。
宿
泊
料
金
が

通
常
よ
り
も
割
安
に
な
る

上
、
井
伊
家
の
書
提

（ぼ

だ
い
）
寺

・
龍
輝
寺

（同

市
北
区
）
の
入
場
券
や
大

河
ド
ラ
マ
館

（同
）
の
チ

遠
州
鉄
道
は
２
０
１
７

年
１
月
１６
日
か
ら
、
浜
松

市
を
舞
台
に
し
た
大
河
ド

ラ
マ

「お
ん
な
城
主
　
直

虎
」
に
ち
な
ん
だ
史
跡
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

「直
虎

ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
」
を

開
始
す
る
。
フ
ル
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
観
光
バ
ス
で
市

内
を
巡
り
、
専
属
ガ
イ
ド

が
主
本
公
の
井
伊
夏
辱
」

ま
つ
わ
る
エ
ビ
ツ
ー
ド
な

ケ
ッ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

イ
ー
ツ

「出
世
法
師
直
虎

ち
ゃ
ん
ワ
ッ
フ
ル
」
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

部
屋
は
シ
ン
グ
ル
、
ツ

イ
ン
、
ト
リ
プ
ル
を
用
意

し
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
食
付
き

と
朝
食
・
夕
食
付
き
の
２

プ
ラ
ン
が
あ
る
。
夕
食
に

は
地

元
食
材
を
使

っ
た

「井
伊
直
虎
会
席
」
を
提
供

す
る
。
料
金
は
シ
ン
グ
ル

朝
食
付
き
で
１
万
４
千
円

か
ら
（税
・サ
ー
ビ
ス
料
込

み
）
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し

込
み
は
同
ホ
テ
ル
予
約
セ

ン
ダ
Ｉ
Λ
電
０
５
３
（４

５
９
）
０
７
７
７
Ｖ
へ
。

ど
を
紹
介
す
る
。

コ

日
コ
ー
ス
」
は
Ｊ

Ｒ
浜
松
駅
が
需
撃
”
）、
か

ん
ざ
ん
じ
温
泉
観
光
協
会

（西
区
舘
山
寺
町
）
か
ら

井
伊
家
書
提

（ぼ
だ
い
）

寺
の
籠
爾
塁
ヽ

大
河
ド
ラ

マ
館
、
昼
食
後
に
犀
ケ
崖

（さ
い
が
が
け
）
古
戦
場

跡
や
浜
松
城
な
ど
を
経
て

浜
松
駅
に
向
か
う
。
舘
山

寺
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
館
ま

で
の

「当
ロ
コ
ー
ス
」
も

用
意
す
る
。
バ
ス
は

「井

伊
の
赤
備
え
」
に
ち
な
ん

で
赤
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、

後
方
に
龍
淳
寺
と
浜
名

湖
、
浜
松
城
の
写
真
を
あ

し
ら

っ
た
。
運
行
は
金
―

月
曜
の
週
４
日
で
、
同
コ

‐
ス
は
‐７
年
３
月
ま
で
。

４
月
以
降
は

コ
ー
ス
を
変

更
し
、

１８
年
１
月
ま
で
運

行
を
続
け
る
。
料
金
は

一

日
コ
ー
ス
が
０
十
円

（昼

食
付
）
、
当
ロ
コ
ー
ス
が

２
８
０
０
円
。
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ブ↑か
ら
予
約

で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

同
社
Λ
電
０
５
３

（４
５

４
）
４
１
０
ｌ
Ｖ
へ
。

来年 1月 から開始

大河 ドラマに合わせてラ ッピング し

た観光バス=浜松市中区


